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目的
このドキュメントには、このリリースの Oracle Hyperion Provider Services に関する

重要な最新情報が記載されています。Oracle Enterprise Performance Management

System をインストールする前に、この Readme を十分に確認してください。

インストール情報
EPM System 製品のインストールに関する最新情報は、Oracle Enterprise Performance

Management System Installation and Configuration Readme に記載されています。EPM

System 製品をインストールする前に、この情報をよく確認してください。

サポートされているプラットフォーム
EPM System 製品のシステム要件およびサポートされているプラットフォームに関

する情報は、Oracle Enterprise Performance Management System Certification Matrix で

スプレッドシート形式で提供されるようになりました。このマトリックスは、

Oracle Technology Network (OTN)の Oracle Fusion Middleware Supported System

Configurations ページに掲載されています:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-

certification-100350.html

サポートされている言語
EPM System 製品に対してサポートされている言語に関する情報は、Oracle Enterprise

Performance Management System Certification Matrix の「Translation Support」タブで

スプレッドシート形式で提供されるようになりました。このマトリックスは、OTN

の Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations ページに掲載されてい

ます:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-

certification-100350.html

サポートされているこのリリースへのパス
EPM System は、次のリリースからリリース 11.1.2.3 にアップグレードできます:

注意: アップグレードの手順は、Oracle Enterprise Performance Management System

Installation and Configuration Guide の EPM System 製品のアップグレードに関する

項を参照してください。
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表 1 サポートされているこのリリースへのパス

アップグレード・パスのリリース: 元 リリース 11.1.2.3 へ

11.1.2.x メンテナンス・リリースをリリース 11.1.2.3 へ適用します。

Oracle Hyperion Financial Close Management の場合、メンテナンス・リ

リースの適用は、リリース 11.1.2.1 および 11.1.2.2.以降でのみサポー

トされています。

11.1.1.4.x リリース 11.1.2.3 へアップグレードします。

リリース 11.1.1.0.x から 11.1.1.3.x メンテナンス・リリースをリリース 11.1.1.4 へ適用してから、リリー

ス 11.1.2.3 へアップグレードします。

リリース 9.3.3.x リリース 11.1.2.2 へアップグレードしてから、メンテナンス・リリー

スをリリース 11.1.2.3 へ適用します。

複数のリリースが含まれている環境。
1 つの Oracle Hyperion Shared Services のイ

ンスタンスが含まれている環境、また
は 2 つの Shared Services のインスタンス

が含まれている環境も該当します

Oracle Enterprise Performance Management System Installation and Configuration
Guide の EPM システム製品のアップグレードの章にある、複数リリー

ス環境からのアップグレードに関する項を参照してください。

注意: リリース 9.2.0.3+、9.3.0.x、9.3.1.x (Oracle Essbase 9.3.1.4.1、9.3.1.5、9.3.1.6 お

よび 9.3.1.7 を除く)、または 11.1.1.x から開始する場合、まずリリース 11.1.1.3 へ

アップグレードしてからリリース 11.1.1.4 へメンテナンス・リリースを適用し、

その後にリリース 11.1.2.3 へアップグレードすることをお薦めします。さらに前

のリリースからアップグレードする場合、アップグレードを開始するリリースか

ら直接サポートされる最高レベルのリリースにアップグレードすることをお薦め

します。

Essbase と Shared Services との間のセキュリティの同期は、リリース 9.3.1.4.1 以降

の Essbase リリース 9.3 では削除されていました。ただし、Essbase および Oracle

Hyperion Shared Services リリース 11.1.1.3 では、セキュリティ情報は同期されま

す。このため、Essbase リリース 9.3.1.4.1、9.3.1.5、9.3.1.6 または 9.3.1.7 を使用して

いる場合、すべての製品をまずリリース 9.3.3 へアップグレードしてからリリース

11.1.2.2 にアップグレードし、その後でリリース 11.1.2.3 へメンテナンス・リリー

スを適用する必要があります。

このリリースで修正された問題
このセクションには、リリース 11.1.2.3.000 で修正された問題が含まれています。

以前のリリース間で修正された欠陥のリストを確認するには、Defects Fixed Finder

を使用します。このツールで、所有している製品と現在の実装リリースを識別で

きます。1 回のクリックで、修正された問題の説明とそれに関連するプラット

フォームおよびパッチ番号を含むカスタマイズされたレポートが、ツールによっ

てすばやく生成されます。このツールはこちらにあります:

https://support.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1292603.1

l 14456493 -- 保護された接続を使用すると、Oracle Hyperion Smart View for Office

のポート 1423 に対して重複する接続が発生します。
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l 14344994、14299362 -- SSL に対する IESSOLAPSERVER.GETLOGINID が失敗し、

新規 Essbase 接続の作成に失敗します。

l 14636470 -- スペースのあるテキスト・リストをインポートすると、JAPI でエ

ラーが発生します。

l 14304843 -- 集約ストレージ・アプリケーション内にある空のキューブに対し

て、Java API IESSCUBE.GETDATALOADSTATUS から"データ・ロード済"のス

テータスが戻されます。

l 14642332 -- Essbase と HFM を同一ボックスに構成すると、HFM クラスタと

Essbase クラスタの両方が Smart View クライアントの Essbase ノードに表示され

ます

既知の問題
このリリースで注意が必要な既知の問題は次のとおりです。

l 8674073 -- 5000 を超える数のメンバーを含むスマート・スライス次元では、

ユーザーが次元にズームインする際にすべてのメンバーが表示されるわけで

はありません。5000 を超える数のメンバーを含む次元でスマート・スライス

を使用するには、EPM_ORACLE_INSTANCE\binにある essbase.properties

ファイルで、プロパティを service.olap.dataQuery.grid.maxRows=0に設

定し、最大ヒープ・サイズを 512M に増やします。Provider Services を再起動し

ます。

l 11655006 -- 保護モードを指定するために正しい構文を使用していることを確

認してください。OLAP_NAME をクラスタ URL に設定する場合、値に"yes"ま

たは"no"を使用して、保護モードを使用するかどうかを指定します。たとえ

ば、OLAP_SERVER=http://<servername>:<port>aps/Essbase?

ClusterName=Win32Cluster-1&SecureMode=yesのようにします。

その他のすべての値(たとえば SecureMode=trueまたは SecureMode=false)は

無効で、Provider Services により SecureMode=noと解釈されます。

無効な構文を使用しても、エラー・メッセージは生成されず、接続も中断し

ません。したがって、SecureMode=trueと入力して保護された通信を指定し

た場合、SecureMode=noと解釈され、接続は正常に行われますが、保護モー

ドではありません。

l 11898620 -- APS の 3 層モードで実行している Java API クライアント・プログラ

ムで Essbase クラスタ URL を使用すると、Essbase クラスタ URL を解決するた

めに使用された Provider Services ホストが、Provider Services のホスト名にな

り、クライアントがこのホストに 3 層モードで接続します。Essbase クラスタ

URL 内の Provider Services ホスト名は使用されません。Provider Services ホスト

へのこれらの 2 つの参照は、通常は同じです。埋込み 2 層モードで実行してい

る Java API クライアントで Essbase クラスタ URL を使用する場合、Essbase ク

ラスタ URL を解決するために使用された Provider Services ホストが Oracle

Essbase クラスタ URL 内で Oracle Hyperion Provider Services のホスト名になりま

す。
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ドキュメントの更新事項

EPM System 製品ドキュメントへのアクセス

各 EPM System 製品ガイドの最新版は、OTN Web サイトの「EPM System

Documentation」領域(http://www.oracle.com/technology/documentation/epm.html)か

らダウンロードおよび表示できます。EPM System のドキュメント・ポータル(http://

www.oracle.com/us/solutions/ent-performance-bi/technical-information-147174.html)を

使用することもできます。このサイトは、EPM でサポートされているプラット

フォームのマトリックス、My Oracle Support およびその他の情報リソースにもリ

ンクしています。

配置関連のドキュメントは、Oracle Software Delivery Cloud Web サイト(http://

edelivery.oracle.com/EPD/WelcomePage/get_form)からも入手できます。

個々の製品ガイドは、Oracle Technology Network Web サイトからのみダウンロー

ドできます。

PDF からのコード・スニペットのコピーと貼付け

PDF ファイルからコード・スニペットを切り取って貼り付ける際、貼付け操作時

に一部の文字が失われる場合があり、これによりコード・スニペットが無効にな

ります。回避策: コード・スニペットを HTML バージョンのドキュメントから切

り取って貼り付けます。

ドキュメント・フィードバック
次の電子メール・アドレスに製品ドキュメントのフィードバックを送信してくだ

さい:

EPMdoc_ww@oracle.com

次のソーシャル・メディア・サイトの EPM 情報開発をフォローしてください:

l YouTube - http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts

l Google+ - https://plus.google.com/106915048672979407731

l Twitter - https://twitter.com/HyperionEPMInfo

l Facebook - https://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642

l Linked In - http://www.linkedin.com/groups?home=&gid=3127051&trk=anet_ug_hm

アクセシビリティの考慮事項
オラクル社では、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポー

ト・ドキュメントをご利用いただけることを目標としています。製品のアクセシ

ビリティ・ガイドに説明されている、EPM System 製品サポート・アクセシビリ

ティ機能。このガイドの最新版は、Oracle Technology Network の Oracle Enterprise
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Performance Management System のドキュメント・ライブラリ(http://www.oracle.com/

technology/documentation/epm.html)にあります。

また、この Readme ファイルは HTML 形式で入手できます。
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